























































































































捨てないで」という大見出しである（1 月 30 日、
朝日新聞）。それには「あー、いつまで就活するんや、




































































































































































































では、本名は 10％に満たなかった。約 30 年間で本
名使用率が増えている。法務省の在留外国人統計で
は、近年、韓国朝鮮籍者は年々減少している。理由
は日本国籍取得と、日本人との結婚により生まれた
子どもは日本国籍となるからである。韓国朝鮮籍の
減少に反して、本名の子どもが増加している。在日
コリアンとして生きてほしいと願う保護者が増え
ているからだと思う。
最近、「ブラック企業」の存在をマスコミが取り
上げ、大きな問題となった。厚労省は対策として、
来年度より 3つの取組みを発表した。その一つは、
高卒求人のように求人票に過去3か年の採用数と離
職者数の記入欄を設置である。
また、最近、新聞やマスコミが「就活」や企業説
明会などを多く取り上げるようになったと感じる。
大学の就活支援の取組みとして、自己分析やエント
リーシート記入方法などの集中セミナーも多く紹
介される。しかし、セミナー等で、今回のような差
別につながる質問を受けた時の対応や、自殺者を出
さないような支援策などがどのように行われてい
るのだろうかと思ってしまう。
グローバル化の進行の中で、忘れてはいけないこ
とは人権の尊重である。経済界が人口減少問題のた
めに、外国人労働者の受入れの提言書を政府に提出
して久しい。経済界は日系人等と留学生の定住促進
をグローバル化ととらえている。企業にも、政府に
も、在日コリアンなど旧植民地出身者等へのア
ファーマティブ・アクションの視点が欲しい。また、
政府には就職差別撤廃に向け諸制度の点検と、禁止
のため法整備を望みたい。
今回の在日コリアン学生の件を契機に大学にし
てほしいことを三つ提案したい。一つは、全学部の
在日コリアン等外国人学生の就活調査と専門の相
談室の設置である。関学では 2012・13 年と２ヵ年
かけ人権教育研究室が一部調査を始めたが、目下問
合せしたどの大学も調査をしていない。二つめは、
親たちの差別体験から就職に不安を持つ在日コリ
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